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P2.3 ゴミの発生抑制と荒川クリーンエイド2011 

  ●【ご案内】 荒川クリーンエイド・フォーラム2011報告・連絡会 

    「国際ゴミ問題とローカルNPOの役割を考える」 

  ●【特集】 「マイボトル de ゴミ拾い。」キャンペーン 
   数えるだけじゃないゴミ拾い、始動！ 
  ●荒川クリーンエイド2011 参加者数11,233人、過去最高に！ 

P4.5 荒川クリーンエイドのフィールドから 

P6.7 各種活動レポート 

  ●企業ボランティアの力で セイタカアワダチソウ対策 

  ●ヒヌマイトトンボの生息地拡大作戦、始まる！ 

  ●『報道ステーション』で 荒川クリーンエイドが紹介されました！ ほか 

P8  お知らせ 

  ●【ご案内】 荒川流域再生シンポジウム 

  ●川のゴミがわかる教材「川のゴミを調べてみよう！」配付予定 ほか 

Contents 
なぎ倒されたヨシの上に大量のゴミが覆いかぶさる （9月27日墨田区八広） 

9月の大型台風の影響で、荒川各地で大量のゴミが回収されました。荒川

下流のヨシ原や干潟のゴミの多くは、中流や下流、支流の様々な場所の  

不法投棄、バーベキューや花見などの跡、風に飛ばされて等々様々な 

ルートで川に入ったゴミが下流の川辺に漂着したものです。台風など大雨で

水かさが増えたときには、特に大量のゴミが流されて来ます。 

台風が残したもの 



 ゴミは次々と流れ着き、拾うだけでは荒川からゴミはなくなりませ

ん。2011年、荒川クリーンエイドでは「ゴミの発生抑制」により積極的

に貢献すべく、「数えるゴミ拾いで皆で考える、収集したデータを 

社会に発信する」ことから、もう一歩進めた取り組みを始めました。 
 
１ 「数えるゴミ拾い」から見えてきたことは 

 荒川クリーンエイドでは、17年間、延べ13万人の皆さんと共に「数

えるゴミ拾い」を行ってきました。そのデータから見えてきたことは、 

 

 

２ ゴミの 『もと』 を減らすゴミ拾いへ 

 そこで、2011年、荒川クリーンエイドでは、荒川で今一番多いゴミ

「ペットボトル」に焦点を当て、「マイボトルを持ってゴミ拾いに参加し

よう、そして、普段からマイボトルを持とう」と呼びかけました。 

 ゴミを「数えながら拾う」だけでなく、「自らが出すゴミも減らす」こと

を進める運動です。 

ゴミの発生抑制と 
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荒川クリーンエイド・フォーラム2011報告・連絡会 

国際ゴミ問題と 

ローカルNPOの役割を考える 
 
2011年、国際ゴミ調査に適応するため、会員の皆様と 

共にゴミ調査カードの改定を進めて来ました。そこで、  

報告・連絡会では、2011年の活動をふりかえると共に、 

ローカルNPOが国際ゴミ調査とどう向き合っていくべきか、

皆さんといっしょに考えます。 
 

■日時 2月17日（金）13:30～16:45（13:15 受付） 

■会場 北とぴあ 701会議室 
  （JR・東京メトロ王子駅より徒歩すぐ） 

■主なプログラム 

   第一部：  2011年 報告会 

 荒川クリーンエイド2011 ゴミ調査結果 

 広報・情報発信の成果  ほか 
 
   第二部：  2012年 連絡会 

 国際ゴミ調査と向かい合うべく 

  ～河川管理に携わる国内NPOは何を目指すべきか～ 

 話題提供： JEAN事務局長 小島あずさ氏 

 ディスカッション、2012年度活動計画 ほか 

■参加費  会員 無料 非会員 500円 

■お申込  

 参加者全員の氏名、所属、連絡先を明記のうえ、 

 事務局までお申し込みください。 

 Eメール renraku@cleanaid.jp 
 TEL 03-3654-7240  FAX 03-3654-7256 

「マイボトル de ゴミ拾い。」キャンペーン 

数えるだけじゃないゴミ拾い、始動！ 

 

「マイボトル de ゴミ拾い。」 

チャレンジ・レポート in 下平井水辺の楽校 
 
10月16日(日)に実施された下平井会場では、マイボトル 

持参率66%。さすがに、親子の参加の多い会場です。クリー

ンエイドやペットボトル調査で「ペットボトルゴミがいかに多い

か」を実感、そして「ふりかえり」の時間に「一人ひとりが、  

日頃からマイボトルを持ってゴミを減らしてゆく」ことの大切さ

を、参加者の皆さんと共有しました。 

 

３ 3年間で「マイボトル持参10,000人」を目指そう！ 

 初年の2011年は、荒川クリーンエイド参加者におけるマイトボル

持参率30％を達成しました。この運動を3年間継続し、成果を積み

重ねていく計画です。3年後には「マイトボル持参1万人」を達成 

することを目標に、ゴミの『もと』を減らすゴミ拾いを推進し、荒川 

から新たなムーブメントを拡げていきましょう！ 

 

 

 

 

 
 

４ 他のマイボトル・キャンペーンとの連携を進めます！ 

荒川のゴミの約2割は 

ペットボトル 

ペットボトルゴミの半分以上が 

「水」・「お茶」 

感謝状とマイボトル贈呈式 

参加者募集！ 

■環境省 「マイボトル・マイカップキャンペーン」に登録 
「地域で取り組む市民団体、行政」として登録されました。 

マイボトル・パートナー 
■埼玉県 「みんなでマイトボル運動」 
マイボトルの利用を呼びかける運動を2008年より展開。飲料ゴミの発生抑

制を目指し広報協力をしています。 

■SIGG 日本総代理店 ㈱スター商事 
SIGGボトルをご提供いただきました。荒川クリーンエイドに参加した子どもたち

に配布し、マイボトルを持つことの大切さを伝えました。 
ペットボトル調査で、お茶やジュース類
が多いことを実感 

 はじめよう！ ゴミの 『もと』 を減らすゴミ拾い 
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1. ペットボトル

2. 飲料びん

3. 飲料缶

4. 食品のポリ袋

5. タバコのすいがら

6. ふた・キャップ

7. 食品の発泡・プラ容器

8. 買い物レジ袋

9. 食品トレイ

10．ポリ袋（食品・農業以外）

 秋のクリーンエイドでは、週末に雨天が繰り返され、多くの会場で  

その影響を受けました。中止の連絡や延期日の調整、雨天の中実施

されるなど、多くの会場で色々とご対応をいただき、ありがとうござい 

ました。（雨天中止会場：14、1月以降の延期会場：3） 

 それでも、72会場（約8,900人）でクリーンエイドが実施され、1～8月

の参加者約2,300人と合せると、年間を通じた参加者数は11,000人を

越え、大きな成果を残すことができました。 
 

ペットボトルが3年連続１位 

 散乱ゴミの種類別回収数を見ると、ペットボトルが群を抜いて多く、 

年間24,000個以上回収されました。また、飲料びん、飲料缶と合せ

て、飲料容器が上位3位を占めたことが注目されます。 

参加者数11,223人、過去最高に！ 
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荒川クリーンエイド2011 

●秋のクリーンエイド実施概況  

荒川クリーンエイド2011概要 
 

期 間  2011年1月～12月 

実施会場数 109 （エントリー数 127） 

参加者数  11,223人 （うち子ども 3,090人） 

散乱ゴミ袋数 5,136 （45ℓのゴミ袋） 

粗大ゴミ数       1,606 

 
●散乱ゴミトップ10 （荒川クリーンエイド2011通年）  

注： 破片類を除く 

（個） 

地域   実施団体名 実施日 
参加者

数 

ゴミ袋

数 

上
中
流 

（
埼
玉
県
） 

1 秩父市立大滝小学校 11/7 21 9 

2 NPO法人秩父の環境を考える会 10/16 39 24 

3 秩父教育懇話会（秩父こどもエコクラブ） 9/11 19 2 

4 NPO法人熊谷の環境を考える連絡協議会 11/13 1799 1.9t 

5 鴻巣の環境を考える会 11/23 3 10 

6 鴻巣の環境を考える会 11/23 10 40 

7 鴻巣の環境を考える会 11/23 3   

8 NPO法人荒川流域ネットワーク 11/5 14 23 

9 NPO法人荒川の自然を守る会 10/2 23 18 

10 NTT東日本埼玉グループ 11/13 59 50 

11 NTT東日本埼玉グループ 11/13 90 35 

12 ダイエーグループ 11/12 101 24 

市
野
川
・大
谷
川
・黒
目
川 

13 ふれあい市野川クリーンアップ作戦協議会 11/12 770 4t 

14 市野川水系の会イン滑川町 11/26 15 6 

15 大谷川クリーン大作戦実行委員会 10/16 40 13 

16 大谷川クリーン大作戦実行委員会 10/16 6 19 

17 大谷川クリーン大作戦実行委員会 10/16 21 39 

18 黒目川に親しむ会 雨天延期 

19 黒目川クリーンエイド実行委員会 10/23 552 79 

戸
田
市
・ 

川
口
市 

20 
(財)埼玉県生態系保護協会 戸田・蕨支部、 

戸田市河川課、荒川夢クラブ 
9/24 60 52 

21 川口市建設部建設管理課 11/6 162 40 

22 (財)埼玉県生態系保護協会 川口支部 雨天中止 

板
橋
区 

23 (株)ファミリーマート 雨天中止 

24 板橋グローブクラブ 11/12 15 3 

25 いたばし野鳥クラブ、板橋水辺を楽しむ会 10/30 57 39 

北
区 

26 都立桐ヶ丘高等学校 11/1 73 21 

27 北区水辺の会 10/15 44 7 

28 北区水辺の会 雨天中止 

29 北区水辺の会 12/17 16 37 

30 北区水辺クラブ 10/8 3 3 

31 北区 10/16 319 125 

32 ボーイスカウト東京連盟 城北地区 北第11団 9/18 54 3 

足
立
区 

33 尾久の原愛好会 雨天中止 

34 荒川区教育委員会社会体育課 雨天中止 

35 みずほ証券(株) 12/4 32 40 

36 日本ケンタッキー・フライド・チキン(株) 11/4 16 7 

37 日本サムスン(株)デザインチーム 10/8 7 12 

38 SMCシビルテクノス(株) 10/29 12 28 

39 荒川区教育委員会社会体育課 雨天中止 

40 (株)日立ビルシステム 雨天中止 

41 台東区教育委員会青少年スポーツ課 11/26 30 12 

42 NPO法人荒川クリーンエイド･フォーラム 11/26 11 26 

43 NPO法人荒川クリーンエイド･フォーラム 9/10 21 18 

44 三井住友海上プライマリー生命保険(株) 10/29 57 59 

45 足立成和信用金庫 10/1 208 42 

地域   実施団体名 実施日 
参加者

数 

ゴミ袋

数  

足立区 
46 足立区、足立区荒川ビジターセンター 10/23 12 5 

47 東京白鴎・城北・西新井・足立中央ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 雨天中止 

隅田川 
48 あらかわエコフレンド 10/23 13 11 

49 隅田川市民交流実行委員会 10/15 53 22 

葛
飾
区 

50 荒川を考える葛飾区民会議・葛飾区 雨天中止 

51 一般財団法人アールビーズスポーツ財団 10/8 19 12 

52 荒川を考える葛飾区民会議・葛飾区 雨天中止 

53 リコーテクノシステムズ(株) 11/12 26 10 

54 (株)藤商事 雨天中止 

55 一般社団法人東京損害保険代理業協会 10/15 32 35 

墨
田
区 

56 (株)エックスワン 11/12 63 82 

57 墨田区 10/29 153 78 

58 ブルームバーグＬ．Ｐ． 10/14 6 16 

59 ブルームバーグＬ．Ｐ． 12/21 4 7 

60 シティグループ 雨天中止 

61 一般社団法人建築ビジョン 10/29 33 39 

62 SMBC日興証券(株) 10/29 157 195 

63 (株)かんぽ生命保険 12/4 15 33 

64 松山油脂(株) 雨天中止 

江
戸
川
区 

65 ローソングループ 11/6 100 42 

66 下平井水辺の楽校、NPO法人荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ・ﾌｫｰﾗﾑ 10/16 45 38 

67 江戸川区立小松川小学校 9/13 65 37 

68 江戸川区立平井小学校 10/14 54 23 

69 江戸川区立平井東小学校 11/14 111 26 

70 小松川平井連合町会 11/13 600   

71 
ふるさと清掃運動会実行委員会、 

NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム 
10/30 800 931 

72 江戸川・生活者ネットワーク 10/23 30 40 

73 島村運輸倉庫(株) 11/12 111 138 

74 日本クラフトフーズ(株) 10/4 36 50 

75 日本アイ・ビー・エム(株) 雨天延期 

76 ジョンソンコントロールズ(株) 11/3 21 36 

77 住友生命保険(相) 11/5 435 457 

78 (株)キャプティグループ 雨天延期 

79 江戸川区立大杉小学校 10/13 104 8 

80 中土手に自然を戻す市民の会 11/20 13 8 

81 江戸川区土木部計画課 11/5 22 40 

82 都漁連内湾釣漁協議会、葛西東渚・鳥類園友の会 11/8 110 47 

83 西なぎさ発：東京里海エイド 9/17 77 102 

84 西なぎさ発：東京里海エイド 雨天中止 

85 西なぎさ発：東京里海エイド 11/20 19 17 

江
東
区 

86 江東区土木部水辺と緑の課 11/19 18 12 

87 佐川急便(株) 10/1 15 30 

88 (株)りそな銀行 首都圏地域 11/12 740 189 

89 江東エコリーダーの会 11/20 15 37 

合 計 8909 3818 

トップ３が 

飲料容器 



『一人一人が声をかけ、自ら行動する』 きっかけとなる！ 
 

ＳＭＣシビルテクノス株式会社 初村 清一さん 

小さな気づきが、新たな第一歩へ 
 
     佐川急便株式会社 浦川 佳子さん NEW 

荒川クリーンエイドのフィールドから 
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佐川急便では、様々な環境保全活動や環境啓発活動を

実施しています。その中で、地域美化を目的に「クリーン

アップデー」に取組んでおり、その一環として平成23年10月

1日（土）清砂大橋付近において、社員15名による荒川の清

掃活動を行いました。 

実施する2週間程前に関東付近に接近した台風の影響

により、ゴミや木くずが土手や河川敷まで漂流しており、初

めはどこから手を付けたら良いのか分からない

状況でした。3班に分かれ1時間程清掃活動を

行いましたが、あっという間に計30袋（燃やすゴ

ミ11袋、燃やさないゴミ7袋、ペットボトル12袋）

を回収しました。 

ゴミの種類はさまざまでしたが、ペットボトル

のゴミが大半を占めていることから、如何に、私

たち自身の手で自然を汚しているのかというこ

とを改めて知る機会になりました。 

ただ単にゴミ拾いを行うのではなく「なぜ？」「どうして？」

と考えながら拾うことも小さな気づきに繋がり、自らの行動に

変化が出てくると思います。また、社員同士が声を掛け合い

ながら作業を行うことで、部署や年齢の壁を超えたコミュニ

ケーションを図ることができ、非常に有意義なものとなりまし

た。今後も引き続き、地域の清掃活動等を通して、環境保

全活動に率先して取組みたいと考えています。 

私達は、土木・橋梁補修工事を業とし携わる立場であり、

日頃、工事公害を少なからずも排出する企業であることか

ら、地域社会への環境改善に少しでも貢献したい！と思う

有志によるボランティアの集まりです。 

この度、初めての単独実施にとまどいながらも、平成２３

年10月29日（土曜日）、西新井橋上流右岸側に朝９時集合

し、社長をはじめ社員有志と私達の仕事仲間である地元企

業の㈱山三さんの社長さん、社員有志の皆さんが集まり、

総勢13名で「荒川クリ－ンエイド」活動として、河川水際のゴ

ミ拾いを行いました。 

当日は、青空澄み渡る快晴にも恵まれ、参加者は額に汗

して、ゴミ拾いに奮闘しました。この日、前週末の大荒れの

天気の影響もあり、私達の担当するゴミ拾い箇所には、

様々な種類のゴミが漂着しており、用意されたゴミ袋30袋

は、わずか1時間あまりで無くなってしまい、そのあまりのゴミ

の多さに、参加者全員が一様に“なんだこれは”と“唸って”

いました。そして、「ポイ捨てしない！ゴミを出さない心掛

け！普段の教えが大事！」との気持ちが沸き起こり、私達、

「一人一人が声をかけ、自ら行動する」きっかけとなる！貴

重な機会ともなりました。活動を振り返り、ゴミの集計を通し

て、改めてゴミの種類、量の多さに驚き、又、このゴミが河川

の生態系に如何に悪影響を与えているかを考えさせられ、

その保全に努めることの大切さを参加者全員認識し、これ

からも活動継続を誓い合う有意義な一日となりました。 

NEW 

これまで有志の方が他の会場に参加されていらっしゃいまし

たが、今回初めて企業として取り組んでいただきました。より積

極的な参加をありがとうございます。（荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ事務局） 

少人数でもゴミ袋が足りなくなるほど大量にゴミを拾っていただきました。送付

が少なくて申し訳なかったです。横断幕も素敵に作成され参加いただいた皆

さま方の熱心さが伝わってきます。          （荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ事務局） 



マラソン大会 と 荒川河川敷  
 

アールビーズスポーツ財団 栗原 雅貴さん 
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毎号、はじめて荒川クリーンエイドを実施された企業や団体の皆様に、活動の成果や感想などをご寄稿いただいています。 

今回は、秋のクリーンエイドに参加された４つの企業・団体の活動をご紹介します。 

平成23年10月8日（土）、東京都葛飾区堀切水辺公園を

メイン会場に開催された「荒川30K 秋大会」で河川敷のゴミ

拾いを実施しました。 

当日は大会の応援者、サブイベントの「キッズラン」に参

加した子どもたちやそのご家族、ボランティアの方々が集ま

り、総勢19人で燃えるゴミ、燃えないゴミ、ペットボトルゴミを

合わせて11袋と、粗大ゴミ数点を拾いました。一見きれいな

ところでもゴミは落ちており、特に発泡スチロールや生活用

品が数多くありました。「見えない場所にこんなに多くのゴミ

が落ちているとは思わなかった」「生活用品が多いのはどう

してだろう」といった参加者の意見をミーティングで共有しま

した。ペットボトルゴミが他の活動区域に比べて少なかった

のは印象的でした。 

広範にわたる荒川河川敷では毎年数多くのマラソン大会

が行われ、休日には多くのランナーやサイクリストの練習の

場としても利用されています。その場所をきれいにしていく

活動は、より気持ちいい環境で運動するために必要なこと

です。実際のマラソン大会と同時に開催することで、ラン

ナーの方々に清掃活動について考えていただくきっかけに

もなります。 

弊財団は事業内容の一つに「市民スポーツイベントにお

ける環境保護活動及び支援」を掲げております。平成24年

にも荒川河川敷でマラソン大会を開催する予定であり、引

き続き清掃活動をしていきたいと考えております。 

環境保全活動で ボランティアマインドの醸成 
 

    住友生命保険相互会社 柳田 将さん、稲葉 悠太さん 

平成23年11月5日（土）、荒川小松川自然地付近におい

て、荒川クリーンエイド・フォーラム様のご協力をいただき、

住友生命保険相互会社主催の「荒川河川敷クリーンアッ

プ」を実施しました。 

当日は、社長をはじめ、総勢435名の役職員が参加し、

前半は混成チームでゴミ拾いを行い、後半は参加者全員

で外来種の除草を行いました。 

回収したゴミは、燃やすゴミ232袋、燃やさないゴミ94袋、

ペットボトル131袋となりました。粗大ゴミには家電製品や自

動車タイヤなどもあり、ゴミ調査票に記録をとりながら、ゴミの

量と種類の多さに唖然としてしまいました。 

また、高く生い茂り、私たちの視界を遮っていたセイタカ

アワダチソウの中に飛び込んで除草すると、瞬く間に対岸

が見渡せるほどきれいになりました。 

清掃活動後は、河川敷近くでバーベキューを行い、お互

いを労いながら、職員同士の懇親を深めるなど、大いに盛

り上がりました。 

参加者からは「達成感があった」など嬉しい感想が聞か

れ本活動により当社で育んできた『職員のボランティアマイ

ンド』の更なる醸成に資することができたと確信しています。 

あらためて継続的に取り組むことが必要であると実感しま

した。今後も環境保全のための活動を続けていきたいと考

えています。 

最後になりますが、今回のクリーンアップの実施にあた

り、私たちとともに汗をかき、多大なご協力をいただきました

荒川クリーンエイド・フォーラムの皆さま、ありがとうございま

した。  

NEW 

NEW 

走り終えた方、応援されている方々が、マラソンだけでなくゴミ拾いにも参加く

ださいました。河川敷を利用する皆で荒川をきれいにしたいものですね。 

（荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ事務局） 

調査広報部CSR推進室や人事部人事室の皆様と力を合わせて、大人数で

のクリーンエイドが実現しました。当日は、社長様役員の皆様にも率先して

活動に参加いただき大変感銘を受けました。   （荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ事務局） 



  

里川創造プロジェクト 

企業ボランティアの力で 

セイタカアワダチソウ対策 
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※「2011年度ＪＴ青少年育成に関するNPO助成」を得て実施しました。 

生物多様性の保全 

各種活動 

絶滅危惧種の復活プロジェクト 

ヒヌマイトトンボの 

生息地拡大作戦、始まる！ 

ホームページに『生物多様性の保全』のページができました！  
２つのプロジェクトの詳細、最新情報は、こちらからご覧ください。 

ＵＲＬ http://www.cleanaid.jp/ 

 全国の河川から消えつつある絶滅危惧種ヒヌマイトトンボ。

国土交通省の調査によれば、2010年に荒川で確認された

のは一箇所のみ。この希少なトンボの生息環境を改善し、今

ある生息地を拡大するため、11月26日（土）、ボランティア

の皆さんと共に、ゴミの取り除き、ヨシ刈り、倒れたヨシの運び

出しなどの作業を行いました。また、ヒヌマイトトンボの生息条

件である水深約10cmを実現すべく、荒川からの水の出入り

を調整するための土嚢（どのう）積みも行いました。この「生

息地拡大作戦」を来春までに数回行い、繁殖期に備える計

画です。 

 小松川自然地は、江戸川区、都営新宿線東大島駅から徒

歩5分という、都心からのアクセスのよい身近な自然地。1.1km

に亘る広大なエリアは、外来植物セイタカアワダチソウに覆われ

在来植物の生育が阻害されています。そこで、2011年10～

11月にかけて、企業ボランティアの皆さん603人のご協力を得

て、セイタカアワダチソウの大規模な抜き・刈り取りを行いまし

た。また、対策の成果を測るモニタリング調査も開始しました。 

 オギやチガヤなどの在来植物が広がる下流河川の原風景が

戻ってくるよう、今後も地域や企業の皆様のお力を借りながら 

プロジェクトを進めていきます。 

北区・子どもの水辺 と 北区水辺の会 
北区・子どもの水辺は、荒川の水が出入りする大小２つ

のワンド池を中心とする自然地。北区水辺の会が毎月第

3土曜に定期活動を開催し、ゴミ拾いや草刈り、動植物

の調査、小学校等の環境学習支援等を行っています。 

集まれ！荒川エコキッズ2011 第６弾 

北区・子どもの水辺で「水辺と原っぱの生き物さがし」イベント開催！ 
 9月17日（土）、北区水辺の会の皆さんと共同で、池や草地

の生き物に親しむイベントを開催しました。 

 参加したのは、近隣の親子48人。午前中は、原っぱの生き

物さがし。バッタとキリギリスの違いを発見しよう、タネの落ち方

の違いを発見しようなど５つのお題で動植物を観察しました。 

参加した子どもたちの感想 （ほんの一部ですがご紹介します） 

 午後は、荒川の水が出入りするワンド池の生き物さがし。  

最初は生き物を見つけることができなかった子どもも、徐々に

コツをつかんで、夢中で魚やエビ、カニなどを捕まえていまし

た。“四つ手”という仕掛け網の実演も行い、親子で思い切り

水辺の自然と触れ合う姿が見られました。 

★魚やエビ、カニをとれたのがうれしかった。また行きたいです。 
★ベンケイガニをさがしたのがたのしかった。 
★大きなタニシがびっくりした。オタマジャクシをさわったらやわらかくて気もち 
 よかった。 

環境教育 

ワンド池で魚とり        魚や水生生物のお話      原っぱで昆虫さがし 

※全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）より寄付をいただいています。 

※三井物産環境基金より助成金をいただいています。 
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レポート 

ふるさと清掃運動会 in 荒川 

王貞治さんも一緒にゴミ拾い 
 
 10月30日(日)、ふるさと清掃運動会実行委員会との共催で、

江戸川区小松川橋周辺でクリーンエイドを実施しました。少年

野球チーム、企業などを含め約800人が参加。同実行委員会

委員長である福岡ソフトバンクホークスの王貞治さんも参加さ

れ、ゴミ袋を手に、軍手・長靴姿で水際に漂着するペットボトル

などのゴミを拾いました。会場周辺には、長年蓄積していたゴミ

に加え、大型台風の影響で多くのゴミが漂着しており、なんと

931袋の散乱ゴミと310個の粗大ゴミが回収されました。活動の

様子は、翌日の毎日新聞等で紹介されました。 

『報道ステーション』で 

荒川クリーンエイドが紹介されました！ 
 
 埼玉県志木市に現れたアザラシ「あらちゃん」の話題に

関連して、荒川クリーンエイド・フォーラム副代表理事の 

林 美恵子が、テレビ朝日『報道ステーション』（10月12日放

映）のインタビューに答えました。 

 あらちゃんの出現は、荒川の環境が良くなり、水質も改善

されている成果であろうこと、そして、これをきっかけに、 

流域の皆さんが荒川にもっと関心を持ち、足を運んでくれ

たらうれしい、とのメッセージが伝えられました。 

 11月7日（月）、秩父市立大滝小学校が、学校の前を流れる荒川の源流、中津川の

川原でクリーンエイドを実施しました。これまでの中で最上流での実施となります。 

 この日、秩父漁業協同組合さんの協力で、ヤマメの放流も行われました。全校17人

の子どもたちは、4,000尾の二年魚と2,000個の受精卵を次々と放流し、ヤマメが元気

に育ってゆくことを願いました。 

 活動の後には、「川のごみ 一つ拾って 海守る～たくさんの生命を育み、豊かな自然

環境を生み出す川を大切にしよう」と書かれたクリアケースが子どもたちに配られ、 

山・川・海がつながっていること、その自然環境を守ることの大切さにふれた子ども  

たちでした。 

 アザラシの 
あらちゃん現る！ 

荒川の最上流で 

クリーンエイド 

 

大滝小学校 

クリーンエイド・レポート 

マスコミに 

取り上げられました！ 

クリーンエイド 

ヤマメの放流 中津川の川原でゴミ拾い 

 



天然アユの放流と遡上調査の運動を通じた「魚の行き交う

川づくり」が進展しています。今回はそのアユを地域おこしに

どう活用するかを話し合います。 
 

日 時 2012年2月19日（日） 

  13：30～17：00 （13：00開場） 

会 場 国立女性教育会館 大会議室 

  （東武東上線武蔵嵐山駅から徒歩15分） 

主なプログラム 

 ■2011年度アユの遡上環境調査の報告 

 ■新河岸水系におけるアユ再生活動の報告 

 ■埼玉県「里川再生」の取り組みについて など 

主 催 NPO法人 荒川流域ネットワーク 

申込・問合せ 

 TEL 049-258-6625   携帯 090-7804-5722 

 E-mail suzuki@pk2.so-net.ne.jp （担当：鈴木） 

  

皆様のご支援に心より感謝申し上げます。 

寄付 株式会社損害保険ジャパン,日本労働組合総連合会,株式会社丸井 

協賛 一般財団法人アールビーズスポーツ財団  
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お知らせ 
★ 2011年度パナソニックNPOサポートファンド 

採択決定！ 
 
人材育成で今注目されているチーム・ビルディング、ダイバーシ

ティ（多様性）等を取り入れることを検討しながら、クリーンエイドを

活用した社員研修プログラムのブラッシュアップに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

★ 川のゴミがわかるパンフレット、配布予定！ 

「荒川から地球が見えてくる 川のゴミを調べてみよう！」 
 
荒川クリーンエイドに参加する小中学生の皆さんに、もっと「川 

ゴミ」のことを知っていただけるよう、ゴミの学習教材を作成して 

います。ぜひご活用ください！ 

【主な内容】  どんなゴミがあるのかな？ / ゴミが生き物たちを 

  苦しめている！ / ゴミはどこから来てどこへ行くの？  ほか 
 

★荒川クリーンエイドが 

東京都のホームページで紹介されています！ 
 
11月14日（月）に実施された、江戸川区立平井東小学校のクリー

ンエイド活動が、東京都の「地域教育推進ネットワーク東京都協

議会」のホームページに、「学校・大学・NPO等が連携して実施さ

れた教育支援プログラム」として紹介されました。当会ホームペー

ジの「最新情報」でご案内しています。ぜひご一読ください。 

（URL： http://www.cleanaid.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

★荒川の環境学習ガイドブックを 

会員価格で販売しています！ 
 
荒川で遊び学ぶためのガイドブック2冊を、会員価格で販売開始

しました。特に、荒川をフィールドとした自然観察会や環境学習

に携っている方にお薦めです。この機会にぜひお求め下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

●ご寄付・ご協賛 （2011年8月9日～12月27日まで決定分） 

●ご支援をお願いします！ 

荒川クリーンエイド ニュース vol. 67  2011年度冬号 
 2012年1月10日発行 

特定非営利活動法人 荒川クリーンエイド・フォーラム 
〒132-0033 東京都江戸川区東小松川3-35-13-204 

  TEL 03-3654-7240   FAX 03-3654-7256  

  URL http://www.cleanaid.jp/ E-mail  renraku@cleanaid.jp  

参加者募集！ 

 
←荒川で遊びながら

学ぶ た め の ネ タ満

載！自然観察会の

リーダー必携の書 

（会員価格200円） 

 
下流河川での安全管

理や、楽しく自然を体

験する様々なプログラ

ムが充実しています。 

（会員価格300円）→ 

 
【紹介内容】（導入部より抜粋） 

ゴミ調査カードを片手に、 

荒川でのクリーンエイド活動 
総合的な学習の時間において小学4年生と

5年生合同で、荒川河川敷で実施された

「環境学習プログラム～クリーンエイドとゴミ

の学習プログラム」の様子をお伝えします。 

荒川クリーンエイドでは、寄付のご支援を募っています。いただいた 

寄付金は、クリーンエイドのより一層の充実、学校教育支援の徹底、

広報ツール整備などの活動に使わせていただく予定です。 

ご支援をお待ちしています。 

【銀行振込の場合】 
銀行：三菱東京UFJ銀行 小松川支店 
口座：普通預金 ・口座番号0768162 
名義：特定非営利活動法人 
    荒川ｸﾘｰﾝｴｲﾄﾞ・ﾌｫｰﾗﾑ 理事 佐藤 正兵 

＜お振込先＞ 
 【郵便振替の場合】 
 郵便振替口座番号： 
  00110-6-368041 

第16回荒川流域再生シンポジウム 

天然アユを活かした川の再生 と 地域おこし 


